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子ども脱被ばく裁判第２６回口頭弁論期日のご報告 

弁護団長 井 戸 謙 一 

 

さる３月４日、山下俊一氏の証人尋問が行われ、この裁判の終盤の大きな山を越えました。

弁護団としては、万全の準備をして臨んだつもりでしたが、振り返れば反省点が多々ありま

す。しかし、獲得した成果も大きかったと考えています。 

山下氏は、尋問前に提出書面で、自分が福島県民に対してしたのは「クライシスコミュニ

ケーション」であり、住民のパニックを抑えるためには、わかりやすい説明が必要だったの

だと正当化していました。しかし、いくら緊急時であっても、住民に嘘を言ったり、意図的

に誤解を誘発することが正当化されるいわれはありません。私たちは、山下氏がした具体的

な発言の問題点を暴露することに重点を置きました。 

山下氏は、福島県内の講演では、ゆっくりと余裕を感じさせる話しぶりでしたが、法廷で

は、語尾が早口で消え入るように小さな声になり、緊張感が窺えました。尋問によって山下

氏に認めさせることができた主な点は、次のとおりです。 

(1) １００ミリシーベルト以下では健康リスクが「ない」のではなく、正しくは「証明さ

れていない」であること 

(2) 国際的に権威ある団体が１００ミリシーベルト以下の被ばくによる健康影響を肯定し

ているのに、そのことを説明しなかったこと 

(3) 「年１００ミリシーベルト以下では健康被害はない」との発言は、単年だけの１００

ミリシーベルトを前提としており、連年１００ミリシーベルトずつの被ばくをする場合

は想定していなかったが、住民には、連年１００ミリシーベルトずつの被ばくも健康被害

がないとの誤解を与えたこと 

(4) 「１ミリシーベルトの被ばくをすれば、遺伝子が１つ傷つく」と話したのは誤解を招

く表現だったこと、すなわち、実効線量１ミリシーベルトの被ばくをすれば、遺伝子が１

つの細胞の１か所で傷がつき、人の身体は３７兆個の細胞でできているから、全身で遺伝

子が３７兆個所で傷つくことになるから、自分の発言は、３７兆分の１の過小評価を招く

表現だったこと 

(5) 子どもを外で遊ばせたり、マスクをするなと言ったのは、リスクとベネフィットを考

えた上のことだったこと（すなわち、子どもを外で遊ばせたり、マスクをしないことには

リスクがあったこと） 

(6) 水道水にはセシウムが全く検出されないと述べたのは誤りだったこと 

(7) 福島県民健康調査で福島事故後に生まれた子供に対しても甲状腺検査をすれば、多数

見つかっている小児甲状腺がんと被ばくとの因果関係がわかること 

(8) 鈴木眞一氏がいうように、福島県民健康調査で見つかり摘出手術をした小児甲状腺が

んには、手術の必要がなかったケースは存在しないこと、 



被ばく医療の専門家が住民に対してこれだけ多数の虚偽の説明をした目的は何だったの

か、山下氏を利用した国や福島県の意図はどこにあったのか、今後、これらを解明していか

なければなりません。弁護団は、これから最終準備書面の準備にかかります。裁判は、次回

の７月２８日午後１時３０分からの弁論期日で結審します。年内か年明けには判決が言い

渡される見通しです。最後までご支援をお願いします。 

以上 

 


